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：

質問Ａ

ａ.売上高 1 2 3 1 2 3
　（出荷高） 増加 不変 減少 増加 不変 減少
ｂ.採算 1 2 3 1 2 3
　（経常利益ベース） 好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
ｃ.仕入単価 1 2 3 1 2 3

下落 不変 上昇 下落 不変 上昇
ｄ.従業員 1 2 3 1 2 3

不足 適正 過剰 不足 適正 過剰
ｅ.業況 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
f.資金繰り 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ 業界内のトピック（記述式）

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

※ ＤI値と景気の概況

０（ゼロ）を基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割
合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回
答の割合が多いことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇
率を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がり
を意味する。

柏 の 景 気 情 報 （ 平 成 １９ 年 ２ 月 分 ）

建　　　設 15
18
26

　　　　　　　　　　　ＤＩ値は、売上、採算、業況などの項目についての判断状況を表す。

　　　　　　　　　※ ＤＩ値（景況判断指数）について

11 57.9%

○ 調 査 対 象  　 ：　　柏市内９９事業所及び組合にヒアリング

製　　　造
卸 ・小売
サービス

下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で「業界内のトピック」の
記述回答。

65.0%40
19

回収率
70.7%

○ 調 査 期 間　　 ：　　平成１９年２月１９日　～　２月２２日

調査産業

ＤＩ値 ＝ １ 増加他の回答割合 － ３ 減少他の回答割合

調査対象数
99
17

　　  と 調 査 表

質問事項

 ○ 調 査 方 法  

回　　答　　欄
前年同月と比較した

今月の水準
今月の水準と比較した向
こう3ヶ月の先行き見通し

全 産 業

　　　　　　　　　　＜産業別回収状況＞

23
88.2%
78.3%

回答数
70

極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

特に好調 好調 まあまあ 不振
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◎暖冬

◎大型店出店

全産業 建設 製造 卸･小売 サービス
９月 ▲ 14.8 ▲ 26.6 △ 5.5 ▲ 14.8 ▲ 28.5

１０月 ▲ 7.1 ▲ 20.0 △ 13.3 ▲ 7.4 ▲ 15.3
１１月 ▲ 12.3 ▲ 26.6 △ 17.6 ▲ 24.1 ▲ 8.3
１２月 ▲ 14.6 ▲ 37.5 △ 16.6 ▲ 20.6 ▲ 16.6

１月 ▲ 15.2 ▲ 15.3 ▲ 22.2 ▲ 13.7 ▲ 8.3
２月 ▲ 25.7 ▲ 20.0 ▲ 22.2 ▲ 38.4 ▲ 9.0

見通し ▲ 17.1 ▲ 20.0 ▲ 5.5 ▲ 30.7 ±0.0

【１９年２月の調査結果のポイント】

２月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲25.7(前月水準▲15.2)となり、マイナスが
▲10.5ポイント拡大した。
業種別では、前月水準と比べて、変らない業種は、製造業▲22.2(同▲22.2)である。マイナス幅が拡大し
た業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲38.4(同▲13.7)、建設業▲20.0(同▲15.3)、サービス業▲9.0(同
▲8.3)である。特に、卸小売業はマイナス幅が▲24.7ポイントと大幅に拡大した。横這いの製造業以外の
全業種で悪化した。

【建設業】では、「柏市内は多種多様の建設会社が参入」（土木建築）、「発注件数は多いが予算と仕入単価
のバランスが悪く利益率低下」（土木建築）との厳しい声が寄せられた。「年度末後の受注が伸び悩んでい
る」（土木建築）、「年度明けの受注が少なく業況悪化」（造園）、「今は人員確保をしなければならないが、年
度明けは過剰となる」（造園）と年度明けは更に厳しいとの声が寄せられた。「例年より暖かいので季節対応
が早くなっている」（造園）との暖冬に関する声が寄せられた。

○

≪　業況DIが▲25.7と▲10.5ポイント悪化、平成15年11月から40ヶ月ぶりの水準に　≫

　見通しは今月の水準と比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ

【製造業】では、「レンタルハウスは好調を維持」（金属製品製造）、「前年比１０４％で暖冬だが好調」（飲料
製造）、「原油価格が落ち着いてきたので原材料価格値下げに期待」（ゴム製品製造）、「海外売上は２ケタ
伸びたが、国内は減少し先行き不透明」（小型モーター製造）、「売上減少にありユーザーの在庫調整が厳
しい」（鉄粉製造）との声が寄せられた。

【サービス業】では、「大人数のお客様が多く忙しかった」（レストラン）、「大・小規模飲食店が減り、中規模飲
食店が増えて効率化された。個人店も効率化を考えないと生き残れない」（日本料理店）、「宴会・会議の受
注は好調、展示会は減少。宿泊は受験生の予約が多い」（ホテル）との声が寄せられた。

「３／１２オープンのおおたかの森SCの影響が懸念」（各種小売）、「おおたかの森SCのオープンは青果物
の流通変化に合わせて情報を多く収集し、今後の対応に結び付けたい」（食料卸売）とのおおたかの森SC
オープンに関する声が寄せられた。また、「大型店、チェーンの飲食店・居酒屋が繁盛するほど、地元の商
店や店が衰退」（食料卸売）との声が寄せられた。

「季節対応が早くなっている」（造園）、「前年比１０４％で暖冬だが好調」（飲料製造）、「果実は単価高、野菜
は入荷前年並み単価安」（食料卸売）、「コート売れ残る」（学生衣料小売）、「冬物商品が売れず収支回復を
遅らせている」（ガソリンスタンド）、「LPガスの販売量が減少。仕入は高値安定」（燃料小売）、「冬物には暖
かく、春物には寒い陽気」（各種小売）との声が寄せられている。

【卸・小売業】では、暖冬の影響として「果実は単価高、野菜は入荷前年並み単価安」（食料卸売）、「コート
売れ残る」（学生衣料小売）、「冬物商品が売れず収支回復を遅らせている」（ガソリンスタンド）、「LPガスの
販売量が減少。仕入は高値安定」（燃料小売）、「冬物には暖かく、春物には寒い陽気」（各種小売）との声
が寄せられた。「３／１２オープンのおおたかの森SCの影響が懸念」（各種小売）、「おおたかの森SCのオー
プンは青果物の流通変化に合わせて情報を多く収集し、今後の対応に結び付けたい」（食料卸売）、「大型
店、チェーンの飲食店・居酒屋が繁盛するほど、地元の商店や店が衰退」（食料卸売）との大型店出店に関
する声が寄せられた。「衣料が不振。順調だった食品に陰りで昨割れ状況。住居関連のみ昨比クリア。好調
のゲーム機にも勢いはなくなりつつある」（各種小売）、「人材が不足している」（飲食料品小売）、「昨年から
CO中毒が多発。メーカーが足を引っ張っている」（燃料小売）、「売上・入店客数とも低調、バレンタイン商戦
でも大きな盛り上がりは見られず。婦人服はカジュアル商材が不振、レストラン街は東急ハンズ導入に向
け、リニューアル休業中の店舗が多数あり売上低迷。昨年より営業日数が１日増、土曜日１日増のプラス
要因があるものの前年を下回る」（各種小売）との厳しい声が寄せられた。「緩やかな金利利上げによる消
費刺激効果を期待」（書籍小売）との声が寄せられた。「事務・文具・学用品は、卒園・卒業記念品・町会・子
ども会行事等で好調。その他入学用品も好調」（学生衣料小売）、「軽衣料を中心とした春物商品・新入学・
新社会人の需要に期待」（各種小売）との期待する明るい声が寄せられた。

2



前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 10.0 ▲ 8.5 ▲ 17.1 ▲ 17.1 ▲ 34.2 ▲ 30.0 △ 15.7 △ 17.1
建　　　設 ▲ 20.0 ▲ 26.6 ▲ 26.6 ▲ 40.0 ▲ 53.3 ▲ 46.6 △ 6.6 ±0.0
製　　　造 △ 5.5 △ 22.2 ±0.0 ▲ 5.5 ▲ 44.4 ▲ 27.7 △ 22.2 △ 22.2
卸 ・小売 ▲ 15.3 ▲ 19.2 ▲ 23.0 ▲ 19.2 ▲ 19.2 ▲ 23.0 △ 7.6 △ 11.5
サービス ▲ 9.0 ▲ 9.0 ▲ 18.1 ±0.0 ▲ 27.2 ▲ 27.2 △ 36.3 △ 45.4

前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 25.7 ▲ 17.1 ▲ 5.7 ▲ 7.1
建　　　設 ▲ 20.0 ▲ 20.0 △ 13.3 ±0.0
製　　　造 ▲ 22.2 ▲ 5.5 ±0.0 ▲ 5.5
卸 ・小売 ▲ 38.4 ▲ 30.7 ▲ 15.3 ▲ 11.5
サービス ▲ 9.0 ±0.0 ▲ 18.1 ▲ 9.0

【ＤＩ値集計表】

従業員

業況 資金繰り

売上高（受注・出荷） 採算 仕入単価
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平成１８年 平成１９年

９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月～５月 ( ２月～４月 )

全　産　業 ▲ 14.8 ▲ 7.1 ▲ 12.3 ▲ 14.6 ▲ 15.2 ▲ 25.7 ▲ 17.1 ( ▲ 2.7 )

建　　　 設 ▲ 26.6 ▲ 20.0 ▲ 26.6 ▲ 37.5 ▲ 15.3 ▲ 20.0 ▲ 20.0 ( ▲ 15.3 )

製　　　 造 △ 5.5 △ 13.3 △ 17.6 △ 16.6 ▲ 22.2 ▲ 22.2 ▲ 5.5 ( △ 16.6 )

卸 ・ 小売 ▲ 14.8 ▲ 7.4 ▲ 24.1 ▲ 20.6 ▲ 13.7 ▲ 38.4 ▲ 30.7 ( ▲ 10.3 )

サ ー ビ ス ▲ 28.5 ▲ 15.3 ▲ 8.3 ▲ 16.6 ▲ 8.3 ▲ 9.0 ±0.0 ( ±0.0 )

【平成１９年２月の業況についての状況】

向こう３ヶ月（３月から５月）の先行き見通しについては、全産業では、▲17.1（前月水準▲2.7）とな
り、マイナス幅が▲14.4ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、プラスからマイナスに転じる見通しの業種は、製造業▲5.5(同△
16.6)であり、▲22.1ポイントと大幅に悪化する見通しである。変わらない見通しの業種は、サービス
業±0.0(同±0.0)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲
30.7(同▲10.3)、建設業▲20.0(同▲15.3)である。特に、卸小売業はマイナス幅が▲20.4ポイントと大
幅に拡大する見通しである。横這いのサービス業以外の全業種で悪化する見通しである。

２月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲25.7(前月水準▲15.2)となり、マイナ
スが▲10.5ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、変らない業種は、製造業▲22.2(同▲22.2)である。マイナス幅が拡
大した業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲38.4(同▲13.7)、建設業▲20.0(同▲15.3)、サービス業
▲9.0(同▲8.3)である。特に、卸小売業はマイナス幅が▲24.7ポイントと大幅に拡大した。横這いの
製造業以外の全業種で悪化した。

○

○

先行き見通し

平成１９年２月業況ＤＩ値（前年同月比）の推移

全 産 業

産業別 平成１９年２月の業況

２月
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0.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

ＤＩ値

月別

平成１９年２月の業況ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成１９年２月の業況

２月
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平成１８年 平成１９年

９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月～５月 ( ２月～４月 )

全　産　業 ▲ 5.4 ±0.0 ▲ 6.8 ▲ 6.6 ▲ 2.7 ▲ 10.0 ▲ 8.5 ( △ 2.7 )

建　　　 設 ▲ 20.0 ▲ 26.6 ▲ 33.3 △ 12.5 ±0.0 ▲ 20.0 ▲ 26.6 ( △ 7.6 )

製　　　 造 △ 27.7 △ 46.6 △ 29.4 △ 38.8 △ 16.6 △ 5.5 △ 22.2 ( △ 27.7 )

卸 ・ 小売 ▲ 11.1 ▲ 11.1 ▲ 13.7 ▲ 31.0 ▲ 3.4 ▲ 15.3 ▲ 19.2 ( ▲ 13.7 )

サ ー ビ ス ▲ 21.4 ±0.0 ▲ 8.3 ▲ 41.6 ▲ 33.3 ▲ 9.0 ▲ 9.0 ( ±0.0 )

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が縮小する見通しの業種は、製造業△22.2(同△27.7)で
ある。プラスからマイナスに転じる見通しの業種は、建設業▲26.6(同△7.6)であり、▲34.2ポイントと
大幅に悪化する見通しである。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、サービス
業▲9.0(同±0.0)、卸小売業▲19.2(同▲13.7)である。全産業で悪化する見通しである。

　　平成１９年２月の売上ＤＩ値（前年同月比）の推移

先行き見通し

○

○

【平成１９年２月の売上についての状況】

２月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲10.0(前月水準▲2.7)となり、マイナ
ス幅が▲7.3ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が縮小した業種は、製造業△5.5(同△16.6)である。マイ
ナス幅が縮小した業種は、サービス業▲9.0(同▲33.3)であり、マイナス幅が△24.3ポイントと大幅に
縮小した。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、建設業▲20.0(同±0.0)、卸小売業▲
15.3(同▲3.4)である。特に、建設業はマイナス幅が▲20.0ポイントと大幅に拡大した。

向こう３ヶ月（３月から５月）の先行き見通しについては、全産業では、▲8.5（前月水準△2.7）とな
り、マイナス幅が▲11.2ポイント拡大する見通しである。

産業別 平成１９年２月の売上

4

▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成１９年２月の売上

２月

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

△ 40.0

△ 50.0

△ 60.0

９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

ＤＩ値

月別

平成１９年２月の売上ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成１８年 平成１９年
９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月～５月 ( ２月～４月 )

全　産　業 ▲ 17.5 ▲ 5.7 ▲ 10.9 ▲ 8.0 ▲ 15.2 ▲ 17.1 ▲ 17.1 ( ▲ 6.9 )

建　　　 設 ▲ 46.6 ▲ 40.0 ▲ 33.3 ▲ 6.2 ▲ 23.0 ▲ 26.6 ▲ 40.0 ( ▲ 23.0 )

製　　　 造 △ 11.1 △ 40.0 △ 5.8 ▲ 5.5 ▲ 5.5 ±0.0 ▲ 5.5 ( △ 11.1 )

卸 ・ 小売 ▲ 22.2 ▲ 11.1 ▲ 17.2 ▲ 13.7 ▲ 17.2 ▲ 23.0 ▲ 19.2 ( ▲ 13.7 )

サ ー ビ ス ▲ 14.2 ▲ 7.6 △ 8.3 ±0.0 ▲ 16.6 ▲ 18.1 ±0.0 ( ±0.0 )

２月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲17.1(前月水準▲15.2)となり、マイナ
ス幅が▲1.9ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、製造業±0.0(同▲5.5)である。マイ
ナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲23.0(同▲17.2)、建設業▲26.6(同▲23.0)、
サービス業▲18.1(同▲16.6)である。

【平成１９年２月の採算についての状況】

○

先行き見通し

　　平成１９年２月の採算ＤＩ値（前年同月比）の推移

向こう３ヶ月（３月から５月）の先行き見通しについては、全産業では、▲17.1（前月水準▲6.9）とな
り、マイナス幅が▲10.2ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、プラスからマイナスに転じる見通しの業種は、製造業▲5.5(同△
11.1)である。変らない見通しの業種は、サービス業±0.0(同±0.0)である。マイナス幅が拡大する見
通しの業種は、幅の大きい順に、建設業▲40.0(同▲23.0)、卸小売業▲19.2(同▲13.7)である。横這
いのサービス業以外の全業種で悪化する見通しである。

○

全 産 業

産業別 平成１９年２月の採算

２月
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▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成１９年２月の採算

２月

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

△ 40.0

△ 50.0

９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

ＤＩ値

月別

平成１９年２月の採算ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成１８年 平成１９年
９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月～５月 ( ２月～４月 )

全　産　業 ▲ 39.1 ▲ 40.0 ▲ 32.8 ▲ 40.0 ▲ 44.4 ▲ 34.2 ▲ 30.0 ( ▲ 36.1 )

建　　　 設 ▲ 40.0 ▲ 60.0 ▲ 53.3 ▲ 56.2 ▲ 69.2 ▲ 53.3 ▲ 46.6 ( ▲ 53.8 )

製　　　 造 ▲ 44.4 ▲ 53.3 ▲ 35.2 ▲ 44.4 ▲ 50.0 ▲ 44.4 ▲ 27.7 ( ▲ 33.3 )

卸 ・ 小売 ▲ 40.7 ▲ 33.3 ▲ 31.0 ▲ 34.4 ▲ 37.9 ▲ 19.2 ▲ 23.0 ( ▲ 34.4 )

サ ー ビ ス ▲ 28.5 ▲ 15.3 ▲ 8.3 ▲ 25.0 ▲ 25.0 ▲ 27.2 ▲ 27.2 ( ▲ 25.0 )

先行き見通し

【平成１９年２月の仕入単価についての状況】

向こう３ヶ月（３月から５月）の先行き見通しについては、全産業では、▲30.0（前月水準▲36.1）とな
り、マイナス幅が△6.1ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、卸小売
業▲23.0(同▲34.4)、建設業▲46.6(同▲53.8)、製造業▲27.7(同▲33.3)である。マイナス幅が拡大
する見通しの業種は、サービス業▲27.2(同▲25.0)である。

２月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲34.2(前月水準▲44.4)となり、マイナ
ス幅が△10.2ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲
19.2(同▲37.9)、建設業▲53.3(同▲69.2)、製造業▲44.4(同▲50.0)である。マイナス幅が拡大した業
種は、サービス業▲27.2(同▲25.0)である。

○

○

　　平成１９年２月の仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移

全 産 業

産業別 平成１９年２月の仕入単価

２月

6

▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

２月

▲ 80.0

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

ＤＩ値

月別

平成１９年２月の仕入単価ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成１８年 平成１９年

９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月～５月 ( ２月～４月 )

全　産　業 △ 13.5 △ 14.2 △ 12.3 △ 13.3 △ 18.0 △ 15.7 △ 17.1 ( △ 18.0 )

建　　　 設 ▲ 6.6 △ 6.6 △ 13.3 △ 18.7 △ 7.6 △ 6.6 ±0.0 ( △ 7.6 )

製　　　 造 △ 11.1 △ 13.3 △ 17.6 △ 16.6 △ 11.1 △ 22.2 △ 22.2 ( △ 11.1 )

卸 ・ 小売 △ 18.5 △ 7.4 ±0.0 △ 3.4 △ 13.7 △ 7.6 △ 11.5 ( △ 13.7 )

サ ー ビ ス △ 28.5 △ 38.4 △ 33.3 △ 25.0 △ 50.0 △ 36.3 △ 45.4 ( △ 50.0 )

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通し業種は、製造業△22.2(同△11.1)であ
る。プラス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、建設業±0.0(同△7.6)、サービス業△
45.4(同△50.0)、卸小売業△11.5(同△13.7)である。

先行き見通し

【平成１９年２月の従業員についての状況】

○ 向こう３ヶ月（３月から５月）の先行き見通しについては、全産業では、△17.1（前月水準△18.0）とな
り、プラス幅が▲0.9ポイント縮小する見通しである。

○

　　平成１９年２月の従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移

２月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△15.7(前月水準△18.0)となり、プラス
幅が▲2.3ポイント縮小した。
業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大した業種は、製造業△22.2(同△11.1)である。プラ
ス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、サービス業△36.3(同△50.0)、卸小売業△7.6(同△
13.7)、建設業△6.6(同△7.6)である。

全 産 業

産業別 平成１９年２月の従業員

２月

7

▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0 △ 30.0 △ 40.0 △ 50.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

２月

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

△ 40.0

△ 50.0

△ 60.0

△ 70.0

９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

ＤＩ値

月別

平成１９年２月の従業員ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成１８年 平成１９年

９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月～５月 ( ２月～４月 )

全　産　業 ▲ 10.8 ▲ 1.4 ▲ 5.4 ▲ 6.6 △ 1.3 ▲ 5.7 ▲ 7.1 ( ▲ 5.5 )

建　　　 設 ▲ 6.6 ▲ 6.6 ▲ 13.3 ▲ 6.2 ±0.0 △ 13.3 ±0.0 ( ▲ 15.3 )

製　　　 造 △ 5.5 △ 13.3 △ 5.8 ±0.0 △ 11.1 ±0.0 ▲ 5.5 ( ±0.0 )

卸 ・ 小売 ▲ 18.5 ±0.0 ▲ 10.3 ▲ 10.3 ±0.0 ▲ 15.3 ▲ 11.5 ( ±0.0 )

サ ー ビ ス ▲ 21.4 ▲ 15.3 ±0.0 ▲ 8.3 ▲ 8.3 ▲ 18.1 ▲ 9.0 ( ▲ 16.6 )

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、建設業
±0.0(同▲15.3)、サービス業▲9.0(同▲16.6)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、幅の
大きい順に、卸小売業▲11.5(同±0.0)、製造業▲5.5(同±0.0)である。

先行き見通し

平成１９年２月の資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移

【平成１９年２月の資金繰りについての状況】

２月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲5.7(前月水準△1.3)となり、マイナス
幅が▲7.0ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大した業種は、建設業△13.3(同±0.0)である。プラ
ス幅が縮小した業種は、製造業±0.0(同△11.1)である。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい
順に、卸小売業▲15.3(同±0.0)、サービス業▲18.1(同▲8.3)である。

向こう３ヶ月（３月から５月）の先行き見通しについては、全産業では、▲7.1（前月水準▲5.5）とな
り、マイナス幅が▲1.6ポイント拡大する見通しである。

○

○

全 産 業

建 設

産業別 平成１９年２月の資金繰り

２月

8

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

ＤＩ値

月別

平成１９年２月の資金繰りDＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0 △ 30.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

２月
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【平成１９年２月の業種別業界内トピックス】
産業別 概　　　　　　　　　　　　況 キ ー ワ ー ド 業種
建設 柏市内は建設の宝庫かも。多種多様の建設会社が参入。発注件数は多

い。予算と仕入単価のバランスが悪く利益率の低下に繋がる。
・発注件数増加
・仕入単価上昇
・利益低下

一般土木建築工事業

年度末完了工事後の受注が今ひとつ伸び悩んでいる。 ・受注件数伸び悩み 一般土木建築工事業
特に変化なし。 ・変化なし 一般土木建築工事業
例年より今年は暖かいので、造園業界では季節対応が早くなってきてい
る。年度明けから仕事受注が少なく、業況は悪化するのでは…？この時
期ではどの会社も人員確保をしなければならないが、年度明けは過剰と
なる。

・暖冬
・季節対応
・受注件数減少
・人手過剰

土木工事業（舗装、しゅんせつを除く）

製造 業界は前年比１０４％で、暖冬ではあるものの好調な出足となった見込
み。

・売上増加
・暖冬

清涼飲料製造業

原油価格が落ち着いてきたので原材料価格の下げに期待している。 ・原油下落 ゴムベルト・ゴムホース・工業用ゴム製品製造業
売上は減少にあり、ユーザーの在庫調整が厳しくなっている。 ・売上減少

・在庫調整
その他の鉄鋼業

レンタルハウスは好調を維持。 ・レンタル好調 建設用・建築用金属製品製造業（製缶板金属を含む）
海外売りは２ケタ伸びているが、国内は減少しており先行き不透明であ
る。

・海外売上増加
・国内売上減少

電子部品・デバイス製造業

卸・小売 柏市市場担当という事なのであくまでも市場内の狭い範囲での報告で
す。柏市が発展して大型店が林立し、チェーンの飲食店・居酒屋が繁盛す
るほど、地元の商店や店が衰退しております。そういった顧客を相手に商
売をする柏市場も苦戦をしております。商工会議所も例外ではないと思い
ます。

・大型店増加
・チェーン店増加
・地元商店衰退
・卸売市場苦戦

食料・飲料卸売業 

衣料が不振。順調だった食品に陰りが見え、昨割れ状況。住居関連のみ
昨比クリア。好調のゲーム機にも勢いはなくなりつつあるため、今後非常
に厳しくなることが予想される。３／１２オープンのおおたかの森SCの影
響が懸念されます。

・衣料不振
・食品に陰り
・住居横這い
・おおたかの森SC

その他の各種商品小売業（従業者が常時５０人未満のもの）

前月同様に、果実は単価高の動き、野菜は入荷量前年並みだが、単価に
ついて安値の推移をしています。これは暖冬の影響で前倒しと思われま
す。今後もしばらくこのまま続くことが予想され、厳しい状況です。また、ら
らぽーと柏の葉がオープンし、期待を見込んでいますが、おおたかの森
SCのオープンや青果物の流通変化に合わせて消費者の動きに対応すべ
く、情報を多く収集し、今後の対応に結び付けたい。

・果実単価高
・野菜単価安
・暖冬
・ららぽーと柏の葉
・おおたかの森SC

食料・飲料卸売業

事務・文具・学用品：卒園・卒業記念品、町会、子ども会行事等で好調。暖
冬でコート売れ残る。その他入学用品は好調。人材が不足している。

・卒業商品好調
・暖冬
・冬物商品不調
・人材不足

その他の飲食料品小売業

暖冬で冬物商品の売れ行きが悪く、S.Sの収支回復を遅らせている。冬物
商品：灯油、バッテリー、スタッドレスタイヤ

・暖冬
・冬物商品不調

ガソリンスタンド
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【平成１９年２月の業種別業界内トピックス】
暖冬でガスの販売量が減少。仕入は高値でも安定しただけ良し。昨年か
らCO中毒が多発。真摯に取り組んでいても周りが足を引っ張っている最
近だ。

・暖冬
・売上減少
・仕入高値安定
・CO中毒事故多発

燃料小売業（ガソリンスタンド含まず）

緩やかな金利利上げによる需給バランス（特に各業界供給面）の調整、
及び個人の利子収入の回復に伴う消費刺激効果を期待したい。

・金利上昇 書籍・文房具小売業

４月末でステーションモールの売場が移転予定。２週間程度の休みとな
る。その後５～７月と３ヶ月程ステーションモール８Fの奥の方の売場で苦
戦となる。８月には８Fの売場全体がオープン予定。３ヶ月間どうしよう。

書籍・文房具小売業

冬物には暖かく、春物には寒い陽気が続いているが、軽衣料を中心とし
た春物商品、新入学、新社会人の需要に期待したい。

・冬物商戦
・春物商戦
・暖冬
・新学期需要

その他の各種商品小売業（従業者が常時５０人未満のもの）

２月度は月初から売上・入店客数ともに低調な推移となった。中旬のバレ
ンタイン商戦でも大きな盛り上がりは見られず、後半に掛けても低調な推
移となっている。婦人服はカジュアル商材を扱う店舗の不振が目立ち、雑
貨業種では「ららぽーと柏の葉」にも出店した大型店舗の不振が顕著であ
る。また、レストラン街は東急ハンズ導入に向け、リニューアル休業中の
店舗が多数あるため売上が低迷した。２月度は昨年より営業日数が１日
増、土曜日１日増のプラス要因があるものの、現状前年を下回る推移と
なっている。

・売上減少
・客数減少
・バレンタイン商戦
・カジュアル衣料不振
・リニューアル

各種商品小売業

サービス １・２月は新年会なのか、大人数のお客様が多く、忙しかったように思えま
す。

・客数増加 食堂・レストラン

大規模、小規模飲食店が減り、中規模飲食店が増えて効率化された飲食
店が増えているように思います。個人店も効率化を考えないと生き残れな
いと思います。

・大・小規模飲食店減
少
・中規模飲食店増加
・個人店の効率化

食堂・レストラン

宴会：宴会・会議の受注については好調だが、展示会については減少。
宿泊：受験生の予約が多い。

・宴会・会議好調
・展示会減少
・宿泊好調

ホテル
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【平成１９年２月の多い景気キーワード】

・ 例年より今年は暖かいので、造園業界では季節対応が早くなってきている。 （建設業）
・ 業界は前年比１０４％で、暖冬ではあるものの好調な出足となった見込み。 （製造業）
・ 前月同様に、果実は単価高の動き、野菜は入荷量前年並みだが、単価につ

いて安値の推移をしています。これは暖冬の影響で前倒しと思われます。今
後もしばらくこのまま続くことが予想され、厳しい状況です。

（卸小売業）

・ 事務・文具・学用品：卒園・卒業記念品、町会、子ども会行事等で好調。暖冬
でコート売れ残る。その他入学用品は好調。人材が不足している。

（卸小売業）

・ 暖冬で冬物商品の売れ行きが悪く、S.Sの収支回復を遅らせている。冬物商
品：灯油、バッテリー、スタッドレスタイヤ

（卸小売業）

・ 暖冬でガスの販売量が減少。仕入は高値でも安定しただけ良し。昨年から
CO中毒が多発。真摯に取り組んでいても周りが足を引っ張っている最近だ。

（卸小売業）

・ 冬物には暖かく、春物には寒い陽気が続いているが、軽衣料を中心とした春
物商品、新入学、新社会人の需要に期待したい。

（卸小売業）

・ ３／１２オープンのおおたかの森SCの影響が懸念されます。 （卸小売業）
・ ららぽーと柏の葉がオープンし、期待を見込んでいますが、おおたかの森SC

のオープンや青果物の流通変化に合わせて消費者の動きに対応すべく、情
報を多く収集し、今後の対応に結び付けたい。

（卸小売業）

・ 柏市が発展して大型店が林立し、チェーンの飲食店・居酒屋が繁盛するほ
ど、地元の商店や店が衰退しております。そういった顧客を相手に商売をす
る柏市場も苦戦をしております。

（卸小売業）

◎暖冬

◎大型店出店
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平成１９年２月のＣＣＩ‐ＬＯＢＯとの比較

【業況ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲25.7に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲27.8で、
マイナス幅が2.1ポイント小さい。「柏の景気」の方が10ポイント以上良い業
種は、建設業・サービス業。「柏の景気」の方が悪い業種は、製造業・卸小
売業。

【売上ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲10.0に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲19.7で、
マイナス幅が9.7ポイント小さい。「柏の景気」の方が全ての業種で良くなっ
ており、10ポイント以上良い業種は、建設業・卸小売業・サービス業。

【採算ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲17.1に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲25.4で、
マイナス幅が8.3ポイント小さい。「柏の景気」の方が全ての業種で良くなっ
ており、10ポイント以上良い業種は、製造業。

　【仕入単価ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲34.2に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲21.0で、
マイナス幅が13.2ポイント大きい。「柏の景気」の方が全ての業種で悪くなっ
ており、10ポイント以上悪い業種は、建設業・卸小売業・サービス業。

　【従業員ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が△15.7に対し、｢CCI‐LOBO｣が△0.6で、プ
ラス幅が15.1ポイント大きい。「柏の景気」の方が全ての業種で良くなってお
り、10ポイント以上良い業種は、建設業・製造業・サービス業。

　【資金繰りＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲5.7に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲19.6で、マ
イナス幅が13.8ポイント大きい。「柏の景気」の方が全ての業種で良くなって
おり、10ポイント以上良い業種は、建設業・製造業。
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特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 25.7 ▲ 20.0 ▲ 22.2 ▲ 38.4 ▲ 9.0

▲ 27.8 ▲ 41.5 ▲ 14.3 ▲ 30.0 ▲ 27.2

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 10.0 ▲ 20.0 △ 5.5 ▲ 15.3 ▲ 9.0

▲ 19.7 ▲ 30.0 ▲ 0.5 ▲ 26.0 ▲ 20.0

採算DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 17.1 ▲ 26.6 ±0.0 ▲ 23.0 ▲ 18.1

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気

平成１９年２月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI‐LOBOとの比較

景気天気図

柏の景気

CCI―LOBO
▲ 25.4 ▲ 36.2 ▲ 16.0 ▲ 25.4 ▲ 25.9

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 34.2 ▲ 53.3 ▲ 44.4 ▲ 19.2 ▲ 27.2

▲ 21.0 ▲ 34.1 ▲ 34.8 ▲ 6.9 ▲ 15.6

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

△ 15.7 △ 6.6 △ 22.2 △ 7.6 △ 36.3

△ 0.6 ▲ 14.7 △ 3.6 △ 5.9 △ 3.9

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 5.7 △ 13.3 ±0.0 ▲ 15.3 ▲ 18.1

▲ 19.5 ▲ 29.6 ▲ 11.1 ▲ 21.5 ▲ 19.6

　 は「柏の景気」の方が、10ポイント以上良い項目

は「柏の景気」の方が、10ポイント以上悪い項目

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―
LOBO

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気



  

 調査期間：平成１９年２月１９日～２３日 
 
調査対象：全国の407商工会議所が2588業種

     組合等にヒアリング調査を実施。 

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ 
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（２月速報）

全 

国 

の 

業 

況 

業
況
Ｄ
Ｉ
は
三
カ
月
ぶ
り
に

改
善
す
る
も
、
基
調
は
横
ば
い 

 

二
月
の
景
況
を
み
る
と
、全
産
業

合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ（
前
年
同
月
比
ベ

ー
ス
、
以
下
同
じ
）
は
、
前
月
水
準

（
▲
二
八･

〇
）
よ
り
マ
イ
ナ
ス
幅

が
〇･
二
ポ
イ
ン
ト
縮
小
し
て
▲
二

七･
八
と
な
り
、
三
カ
月
ぶ
り
に
マ

イ
ナ
ス
幅
が
縮
小
し
た
。 

【
建
設
業
】
で
は
、「
増
改
築
工
事

の
受
注
件
数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
」

（
建
築
工
事
）
と
の
声
が
あ
る
一

方
、「
公
共
事
業
縮
小
に
よ
る
競
争

激
化
、仕
入
コ
ス
ト
上
昇
と
価
格
転

嫁
難
、金
利
負
担
の
増
大
な
ど
の
問

題
を
抱
え
て
い
る
。
今
後
、
公
共
工

事
、
民
間
工
事
と
も
に
心
細
い
」

（
建
築
工
事
）、「
公
共
工
事
の
縮

小
で
先
行
き
が
不
透
明
で
あ
る
と

と
も
に
、今
冬
は
少
雪
に
よ
る
除
雪

作
業
激
減
の
影
響
を
受
け
て
い
る
」

（
一
般
工
事
）と
の
声
も
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。 

【
製
造
業
】
で
は
、「
仕
入
コ
ス
ト

上
昇
分
の
販
売
価
格
へ
の
転
嫁
で

採
算
が
好
転
し
て
お
り
、業
況
悪
化

も
底
が
見
え
始
め
た
」（
他
の
輸
送

用
機
器
製
造
）、「
業
況
は
好
調
を

維
持
し
て
お
り
、顧
客
の
設
備
投
資

意
欲
は
引
き
続
き
旺
盛
で
あ
る
」

（
通
信
機
械
器
具
製
造
）と
の
声
が

あ
る
も
の
の
、「
設
備
投
資
に
積
極

的
な
声
が
あ
る
一
方
、借
入
金
利
が

上
昇
し
た
場
合
の
経
営
圧
迫
を
懸

念
す
る
声
も
聞
か
れ
て
い
る
」（
金

属
加
工
機
械
製
造
）、「
原
材
料
の

仕
入
コ
ス
ト
は
高
止
ま
り
の
ま
ま

推
移
し
て
い
る
と
と
も
に
、暖
冬
の

影
響
で
冬
物
衣
料
品
用
製
品
の
出

荷
は
低
迷
を
続
け
て
い
る
」（
ニ
ッ

ト
生
地
製
造
）
と
、
借
入
金
利
引
き

上
げ
へ
の
懸
念
や
暖
冬
の
影
響
を

訴
え
る
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。 

【
卸
売
業
】
で
は
、「
先
行
き
は
油

断
で
き
な
い
も
の
の
、売
上
が
増
加

傾
向
を
示
し
て
お
り
、景
気
が
好
転

す
れ
ば
非
常
に
喜
ば
し
い
」（
農
畜

産
水
産
物
卸
売
）と
の
声
が
あ
る
一

方
、「
暖
冬
の
影
響
を
受
け
、
日
用

品
雑
貨
や
繊
維
関
係
の
冬
物
商
品

の
売
上
が
例
年
に
比
べ
て
低
調
で

あ
っ
た
」（
衣
服
・
日
用
品
卸
売
）、

「
今
後
、金
利
引
き
上
げ
が
景
気
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
が

気
に
な
る
」（
各
種
商
品
卸
売
）と
、

暖
冬
の
影
響
や
借
入
金
利
引
き
上

げ
へ
の
懸
念
を
訴
え
る
声
も
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。 

【
小
売
業
】
で
は
、「
今
冬
は
暖
冬

で
春
物
商
品
の
売
上
が
好
調
な
滑

り
出
し
を
見
せ
て
い
る
」（
百
貨

店
）
と
、
暖
冬
の
好
影
響
を
挙
げ
る

コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
一

方
で
、「
暖
冬
の
影
響
も
あ
り
冬
物

商
品
の
売
上
が
減
少
し
た
と
と
も

に
、輸
入
商
品
を
扱
う
小
売
店
は
ユ

ー
ロ
高
に
よ
り
商
品
の
仕
入
に
消

極
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
っ

て
い
る
」（
商
店
街
）
と
、
暖
冬
に

よ
る
冬
物
商
品
の
売
上
低
迷
と
為

替
の
影
響
を
訴
え
る
声
の
ほ
か
、

「
企
業
の
好
況
が
個
人
消
費
の
回

復
や
物
価
の
上
昇
に
結
び
つ
い
て

い
な
い
と
の
意
見
が
多
い
」（
百
貨

店
）
と
の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。 

【
サ
ー
ビ
ス
業
】
で
は
、「
暖
冬
の

影
響
で
個
人
客
の
予
約
が
好
調
で

あ
る
の
に
加
え
、ビ
ジ
ネ
ス
客
の
ネ

ッ
ト
予
約
も
伸
び
て
い
る
」（
旅

館
）
と
の
声
が
あ
る
一
方
で
、「
暖

冬
の
影
響
で
秋
物
の
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
依
頼
が
例
年
に
比
べ
て
少
な
く
、

売
上
が
減
少
し
て
い
る
」（
洗
濯
）

と
、暖
冬
の
好
影
響
と
悪
影
響
の
両

方
を
示
す
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、「
業
況
は
好
転
し

て
お
ら
ず
、
廃
業
件
数
は
依
然
、
増

加
し
て
い
る
」（
食
堂
・
レ
ス
ト
ラ

ン
）
と
の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

 

二
月
の
キ
ー
ワ
ー
ド 

○ 

景
況
一
進
一
退 
 

ヒ
ア
リ
ン
グ
先
か
ら
は
、業
況
好

調
、
受
注
増
加
、
先
行
き
期
待
と
い

う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。「
一
部

の
事
業
所
で
は
、受
注
量
の
増
加
や

従
業
員
の
採
用
な
ど
前
向
き
な
動

き
が
見
ら
れ
る
」（
金
属
加
工
機
械

製
造
）、「
こ
れ
か
ら
春
に
か
け
て
、

卒
業
・
入
学
の
お
祝
い
な
ど
春
特
有

の
需
要
に
期
待
し
た
い
」（
他
の
一

般
飲
食
店
）と
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
一
方
、「
公
共
事
業

の
縮
小
に
よ
り
先
行
き
不
透
明
感

が
強
く
、特
に
中
小
零
細
事
業
者
に

対
す
る
影
響
は
大
き
い
」（
一
般
工

事
）、「
古
紙
や
パ
ル
プ
な
ど
原
材

料
の
仕
入
コ
ス
ト
が
上
昇
し
て
い

る
が
、そ
の
分
を
販
売
価
格
に
転
嫁

で
き
ず
、厳
し
い
状
態
が
続
い
て
い

る
」（
紙
製
造
）、「
顧
客
で
あ
る
一

般
酒
販
店
や
飲
食
店
の
業
況
は
冷

え
込
ん
で
お
り
、卸
売
業
者
の
売
上

も
低
迷
し
て
い
る
」（
食
料
・
飲
料

卸
売
）
と
、
公
共
工
事
の
縮
小
や
売

上
低
迷
な
ど
業
況
低
迷
、仕
入
コ
ス

ト
上
昇
に
よ
る
採
算
悪
化
を
訴
え

る
コ
メ
ン
ト
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

○ 

暖
冬
の
影
響

 

ま
た
、暖
冬
の
悪
影
響
に
よ
る
業

況
低
迷
を
訴
え
る
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
一
方
、来
店
者
数
増
加
な
ど

暖
冬
の
好
影
響
を
挙
げ
る
声
も
聞

か
れ
て
い
る
。
建
設
、
卸
売
、
小
売

か
ら
は
、「
暖
冬
の
影
響
に
よ
る
降

雪
量
の
減
少
に
よ
り
除
雪
作
業
が

皆
無
で
資
金
繰
り
に
悪
影
響
が
出

て
い
る
」（
一
般
工
事
）、「
暖
冬
の

影
響
で
鍋
料
理
に
利
用
す
る
食
材

の
売
れ
行
き
が
悪
い
」（
農
畜
産
水

産
物
卸
売
）、「
暖
冬
に
よ
り
冬
物

商
品
の
売
れ
行
き
が
低
迷
し
て
い

る
と
と
も
に
、春
物
の
商
品
を
売
り

出
そ
う
に
も
冬
物
商
品
の
在
庫
が

残
っ
て
い
る
う
ち
は
仕
入
れ
る
こ

と
す
ら
難
し
い
」（
百
貨
店
）
と
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
、

小
売
、
サ
ー
ビ
ス
か
ら
は
、「
暖
冬

に
よ
り
降
雪
量
が
少
な
く
、来
店
者

数
が
増
加
し
て
い
る
」（
百
貨
店
）、

「
今
年
は
昨
年
と
比
較
し
て
良
い

天
気
が
続
き
観
光
客
の
来
館
も
多

く
、業
況
は
若
干
で
は
あ
る
が
好
転

し
て
い
る
」（
旅
館
）、「
ト
ラ
ッ
ク

の
燃
料
で
あ
る
軽
油
価
格
が
下
落

傾
向
に
あ
る
と
と
も
に
、暖
冬
の
影

響
で
飲
料
製
品
の
荷
動
き
が
好
調
」

（
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
）と
い
っ
た
コ

メ
ン
ト
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。 

 

○ 

借
入
金
利
引
き
上
げ
懸
念 

 

一
方
、借
入
金
利
引
き
上
げ
へ
の

懸
念
を
訴
え
る
声
も
聞
か
れ
て
い

る
。
建
設
、
製
造
か
ら
は
、「
エ
ネ

ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
低
減
分
が
借
入

金
利
負
担
の
増
加
で
相
殺
さ
れ
て

し
ま
う
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
」

（
織
物
）、「
借
入
金
利
が
引
き
上

げ
ら
れ
た
場
合
、
企
業
の
設
備
投
資
が

減
少
す
る
恐
れ
が
あ
る
」（
金
属
加
工

機
械
製
造
）、「
金
利
水
準
は
経
営
に
影

響
を
与
え
る
た
め
、
今
後
の
金
利
の
動

向
が
気
が
か
り
で
あ
る
」（
一
般
産
業

用
機
械
製
造
）
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
卸
売
、
小
売
か
ら
は
、

「
資
金
繰
り
を
考
え
る
上
で
、
金
利
上

昇
へ
の
動
き
に
対
す
る
警
戒
感
が
強

い
」（
農
畜
産
水
産
物
卸
売
）、「
今
の

と
こ
ろ
悪
影
響
を
受
け
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
金
利
動
向
は
今
後
注
目
す

べ
き
ポ
イ
ン
ト
と
感
じ
て
い
る
」（
農

畜
産
水
産
物
卸
売
）、「
次
回
の
日
銀
に

よ
る
金
利
引
き
上
げ
決
定
が
い
つ
行
わ

れ
る
か
に
注
目
し
て
い
る
」（
百
貨
店
）

と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
も
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。 

全国・産業別業況ＤＩの推移 
 全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 

９月 ▲27.0 ▲43.1 ▲14.3 ▲32.9 ▲22.0 ▲33.3
１０月 ▲25.2 ▲38.1 ▲13.4 ▲34.4 ▲23.1 ▲28.1
１１月 ▲24.5 ▲39.6 ▲11.3 ▲36.6 ▲22.8 ▲25.7
１２月 ▲25.2 ▲34.4 ▲15.2 ▲31.3 ▲25.6 ▲27.0
１月 ▲28.0 ▲40.4 ▲18.1 ▲31.9 ▲28.7 ▲28.1
２月 ▲27.8 ▲41.5 ▲14.3 ▲35.8 ▲30.0 ▲27.2

見通し ▲20.0 ▲37.2 ▲13.9 ▲25.0 ▲19.0 ▲14.0
｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 


